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第４章 経営の基本方針 

 本市水道事業の基本理念である「安心で安全なおいしい水を、いつでも、いつまでも～次

世代へつなぐ刈谷の水道～」の実現に向けて、「安全」「強靭」「持続」を柱として以下のよ

うに定めます。 

１ 安心で安全なおいしい水の供給「安全」 

（１）水源の確保 

安心で安全な水道水の供給は、本市水道事業の使命です。県水の確実な受水に努める

とともに自己水源の維持管理を適切に行い、自己水源の取水量確保に努めます。 

（２）水質の安全確保 

「刈谷市水安全計画」に基づき、水源から蛇口までの水質を適正に管理することで、

安心で安全なおいしい水をお客様に安定供給します。 

 

２ 災害に強く安定的に供給できる水道「強靭」 

（１）効果的で効率的な施設の更新 

老朽化した施設や管路については、老朽度や重要度、将来の水需要などを勘案し、無

駄のない計画的な更新を行います。 

（２）大規模地震に備えた施設整備 

地震等の災害時においても、水道水を安定的に供給するため、施設や管路の耐震化を

推進します。 

（３）災害発生時の応急体制の充実 

地震、台風等の自然災害発生時、大規模な漏水、機械設備の故障等による災害発生時

においても、迅速な応急復旧及び応急給水が実施できるよう、マニュアルの充実化や災

害対応訓練の実施、他の事業体等との相互応援体制を強化するなど、危機管理体制の充

実・強化を図ります。 

 

３ 次世代へつなぐ事業運営「持続」 

（１）健全な水道事業経営 

経営の効率化を常に意識し、更なる経費削減に努めるとともに、投資の平準化や企業

債の活用などにより財源の確保を図ります。また、施設の更新計画や経営状況、将来の

水需要見通し等を勘案し、料金適正化の検討を定期的に行います。 

（２）お客様サービスの向上 

お客様が求めている情報やサービスを的確（リアルタイム）に把握し、そのニーズに

応えることで、信頼される水道事業を目指します。 

（３）職員の能力向上 

職員が持つべき能力を明確化し、効果的な人材育成を行います。また、研修体制を強

化し、専門的な知識・技術をもつ職員の育成に努めます。 

（４）新たな価値の創造 

新技術の調査研究を進めるなど社会の動向を的確に捉え、新たな価値を創造します。  


